
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 火 体操教室（幼児） 16 水  

2 水  17 木 英語教室（さくら） 

3 木 英語教室（さくら） 18 金  

4 金  19 土  

5 土  20 日  

6 日 

 

21 月  

7 月  22 火 体操教室（幼児） 

8 火 体操教室（幼児） 23 水  

9 水  24 木  

10 木 英語教室（さくら） 25 金 
 

11 金  26 土 運動会 

12 土 

 

27 日  

13 日  28 月  

14 月 祝日 29 火 
体操教室（幼児） 

運動会予備日 

15 火  30 水  

   31 木 誕生会 

さくらんぼだより 
（10月号） 

 

保育目標 

・心もからだも元気な子 

・自分もおともだちも大切にする子 

・感性豊かな子 

社会福祉法人桜桃福祉会 

さくらんぼ保育園・かえで保育園 

  さて、先月の園だよりでごっこ遊びについて触れましたが、9 月はさくらんぼまつりの準備を楽しそうに

している姿がよく見られました。さくら組はお化け屋敷、ゆり組はピタゴラスイッチ屋さん、もも組はアイ

スクリーム・ドーナツ屋さんを開店。たんぽぽ組やかえで乳児組も幼児クラスの真似っ子をしてクレープ屋

さんやポテト・ハンバーガー屋さんを開店しました。お店を決めるにもイメージは一人ひとり違います。お

客さんになる時もペアになっていくので行きたいお店もそれぞれ違います。このさくらんぼまつりの取り組

みの中で、自分は“こうしたい”という思いがあり、でもお友達にも“こうしたい”という思いがあること

に気が付いて、じゃあどうやって自分の思いとお友達の思いをあわせようか？という経験をたくさんしまし

た。子どもにとっては自分の思いに折り合いをつけたりお友達の意見に耳を傾けることってなかなか難しい

んですよね。保育士も仲裁しながら子どもたち同士がつながれるように関わってみたり、子ども同士でごっ

こ遊びを構築している時にはその世界観を崩さないように子どもの想像力をサポートするようにしていま

す。自分の思いが通ってうれしかったり、通らないこともあって悔しかったり悲しかったこともあったかも

しれません。でも今子どもたちは自分の思いとお友達の思いを伝え合う経験を何度も繰り返し、少しずつ人

間関係の基礎を学んでいる最中です。みんなの思いを一つにして大きな行事を一つ終えました。次は運動会

です。このさくらんぼまつりで経験したことをこれからの日常の生活や運動会で生かされていくことを信じ 

後半の保育につなげていこうと思います。 

 

2024年度 

 

《10月保育目標》 

0歳児 

・這う、歩くなどの動作を楽しむ 

・友だちや保育者と散歩を喜ぶ 

1・2歳児 

・体を動かすことを楽しむ 

・保育者や周りの友だちと共感しながら過

ごす 

3・4・5歳児 

・遊びに熱中し、繰り返し取り組む中で、

思いを伝え合う経験をする 

・音楽・ダンス・造形・ことば等で表現す

ることを喜ぶ 

・秋を迎えても厳しい暑さが残りな 

かなか外遊びが思ったようにでき 

ていませんでしたが、季節の移り 

変わりとともに外で遊ぶ機会が増えていきます。朝ご飯をし

っかり食べていないと元気に遊ぶことができません。朝はな 

かなか食欲がなくて・・という話しも聞きますが、生活リズム 

と食事はつながっています。朝早く起きないとなかなか朝ご 

飯は取りづらいものです。朝早く起きるには夜早く寝ないと 

朝早く起きれません。乳幼児期にとって“しっかり遊ぶ”、“し

っかり食べる”、“しっかり寝る”はとても大事なことです。生

活のサイクルを見直し、早く寝て早く起きてしっかり朝ご飯を

食べて登園できるようにご協力をお願いします。 

・日が暮れるのがだんだんと早くなってきました。お迎え終 

了後は安全面を考え園庭では遊ばずに速やかにお帰りくだ 

さい。また、門を出たら手をつなぐ習慣をつけましょう。 


